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JAZAと環境省との協力関係のあゆみ

• 2006（H18）年９月 両者による連絡会議を開始（年１回）

• 2012（H24）年４月 JAZAが社団法人から公益社団法人へ

⇒種保存委員会が解体、新たに生物多様性委員会を組織

• 2013（H25）年度 「動植物園等公的機能推進方策のあり方検討会」設置
（～2015年度）

• 2014（H26）年４月 環境省・野生生物課に希少種保全推進室を開設

• 2014（H26）年５月 「生物多様性保全の推進に関する基本協定書」

• 2015（H27）年度 ライチョウ飼育管理検討業務（請負）

• 2016（H28）年度 ライチョウ・トゲネズミ飼育管理検討業務（請負）

• 2017（H29）年度～ 希少野生動物の生息域外保全検討実施委託業務

• 2018（H30）年６月 改正種の保存法施行

⇒「認定希少種保全動植物園等」制度の開始



「生物多様性保全の推進に関する基本協定書」
平成26年5月22日

① 連絡調整会議の
開催

② 絶滅危惧種の
生息域外保全に
おける連携

③ 外来種対策に
おける連携

④ 普及啓発および
その他の活動



①連絡調整会議の開催

•平成18年～毎年１回、両者の事業に関する情報交換を目的

•平成26年度から：生物多様性保全の推進に関する連絡調整会議

•話題：域外保全の取り組み、外来種対策、感染症、法規制など

■日本動物園水族館協会
会長
副会長
教育普及委員会
委員長
普及啓発部長

生物多様性委員会
副委員長
種保存事業部長
国際保全事業部長
保全戦略部長

■環境省 自然環境局
野生生物課
課長
課長補佐
希少種保全推進室長ほか
外来生物対策室長ほか

総務課
動物愛護管理室主査

自然環境計画課
生物多様性主流化室長補佐ほか

※平成31年1月開催の連絡会議出席者



②絶滅危惧種の生息域外保全における連携

希少野生動物の生息域外保全検討実施委託業務

•令和元年度の業務内容：以下の３種を対象
ライチョウ

アマミトゲネズミ

ミヤコカナヘビ

•飼育繁殖による飼育下保険個体群を維持しつつ、技術開発、
保全に寄与するデータや情報の収集、報告書の作成



②絶滅危惧種の生息域外保全における連携

生息域外保全の取組実施の協力依頼（年度ごと）

•令和元年度の依頼内容：
ツシマヤマネコ、ライチョウ、トゲネズミ類、ミヤコカナヘビ各種
の飼育下繁殖、データ収集、指導・助言、各種検討など

小笠原産希少陸生貝類、沖縄産希少陸生貝類、トカゲモドキ
類、スジシマドジョウ類、イタセンパラ各種の 連絡調整、情報
の共有化、飼育繁殖の技術開発や指導・助言など

ツシマヤマネコ クロイワトカゲモドキ



②絶滅危惧種の生息域外保全における連携

保護増殖事業計画の認定

•ライチョウおよびツシマヤマネコの保護増殖
事業計画をJAZAとしても策定

→環境省の認定

•飼育各園館をとりまとめることで、飼育下個
体群の維持、体制構築、普及啓発活動など

•その他、自治体や民間等で作成した保護増
殖事業計画（確認・認定事業）により、自主
的な取り組みの例も

例）アカガシラカラスバト、イヌワシ、タンチョウなど



③外来種対策における連携

• ９月の動物愛護週間における「どうぶつ愛護フェスティバル」での
外来種に関する普及啓発のためのブース展示

• JAZA教育普及委員会・普及啓発部と環境省・外来生物対策室と
の共同出展

④普及啓発およびその他の活動

• 「MY行動宣言」（環境省・生物多様性主流化室）の配布・収集の
協力依頼

•その他、イベント等での各種資料配布など


